
【取組内容】 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実

小川村立小川中学校（長野県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【 新たな授業構想】
・①～④の流れで、授業を構想。
・個の学びを基本として各自が自分のペース、方法で学び、必要
な時に協働（友との関わり、他者参照など）により学びを深めら
れるように取り組んでいる。
・主体的に学ぶ生徒が増え、個の学びの深まり、協働による見方や考え
方の広がりを感じている。

①授業展開、評価、学習方法の提示
生徒が学習の見通しを持ち、

自らの学習をプランニングできる様に

②自分で学習を進める（個別最適）
個々に予想・疑問を持ち主体的に学べるように

③必要な時に協働的に学ぶ
見方・考え方の広がり、学びの深まり

④振り返りシート
生徒：学習状況の確認
教師：学びの見取り、次時への見通し



【取組内容】 情報活用能力の育成 ～情報の時間の設定～

小川村立小川中学校（長野県）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【概要】
・各学年で情報の授業担当者を決める
・総合の時間の中に5時間程度、
情報の時間を設定。
・各学年、目指す情報活用能力（スキル）
を設定し学習を進めた。

【目的】
端末や情報を扱ううえで身につけたいスキルや知っておいてほしいことを学び、
教科学習、学級活動、生徒会等で活用できるようにする。

R6年度 小川中学校 【育てたい情報活用能力】（学習内容一覧表）



【取組内容】 校務DX（標準仕様とクラウドを活用し教員の働き方改革につなげる取組）

小川村立小川中学校（長野県）【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【 校内チャットの活用 】
・日報 ・生徒の情報共有
・業務の確認・連絡
・各種通信の共有 など

【 ドライブにファイルを保存（共有）し、共同編集 】
指導案や感想用紙などを授業者が添付。
→ 集約・印刷など、係の負担が軽減

【 共有ドライブの活用 】
学年・生徒会・係など、
ドライブの活用によって情報共
有や資料作成の時短

職員へのアンケート結果より
チャット・ドライブの活用により、
情報や資料の共有がしやすいこと、

印刷・配布などにかかる時間の削減に有効。



【取組内容】 協力校とのオンライン合同授業

小川村立小川中学校（長野県）【指定校】

様式Ⅰ-4

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【目的】
山間地小規模校である本校の生徒に、多様な意見を聞く機会・多様な見方・考え方に触れる機会を
つくる
【実施内容】
＊近隣中学校とのオンライン合同授業を行う
＊生徒が意見交換をしたり、できるだけ多くの意見を参考にできるようにしたりするために、
ファイルを共有し、互いの考えを共有し合える学習環境を用意する

＊生徒が意見交換をしながら主体的に学べる場面を設定する

【 生徒たちの様子 】
･積極的に意見を伝えようとする姿が見
られる
・さまざまな考えに触れることで、考えの
妥当性に気づき、自信につながってい
るようだ
・教師の出方が難しいが、普段の学習集
団の中では消極的になってしまう生徒
も意欲的に取り組む姿が見られる。

【 生徒の感想 】
・普段聞くことができない、いろんな意見
が聞けて良かった。



【GIGA×情活能力】 情報活用能力の向上による、情報収集・整理・分析・まとめ

小川村立小川中学校リーディングDXスクール事業 【GIGA×情活能力】

様式Ⅱ-A1

＜考察＞

この学習の中では、学習問題の解決のため
に思考ツールを活用し、情報の収集・整理・
分析により学習を深めている様子がうかがえ
る。

情報活用能力の効果
・①の場面のように、資料から情報を読み取
り、思考を広げること、他者参照や資料の
比較により、自らの考えを広げたり、深めた
りすることができる。

・②に見られるように、与えられた情報だけでな
く、自らの力で情報を収集し、整理・分析等、
考察していくことにより、学びが深まり、自らの
言葉で表現することができるようになっていると
考えられる。

・このような学習を繰り返すことにより、ICT機
器の基本操作を習得することができ、基本操
作を習得することで表現力が高まると考えら
れる。

・自分の主張の根拠となる資料を効果的に配
置することにより、個の学びが深まるとともに、
このまとめを見た他の生徒にとっての学びも深
まっている。

①情報収集・整理・分析
・教師から提示された資料
を読み取り、情報を分析。
・他者参照をし、収集した
情報を自らの仮説検証の
ために整理・分析を行う。

②集めた情報をまとめる
仮説検証のために集めた情報
を整理・分析。結果を資料を
効果的に使用しながら自分の
言葉でまとめている。

R6年度 小川中学校【育てたい情報活用能力】



【GIGA×指導の工夫・改善】 振り返りシートによる生徒の学びの見取り （スプレッドシートの活用）

小川村立小川中学校（長野県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×指導の工夫・改善】

様式Ⅱ-B1

＜考察＞
１.進捗状況と振り返り
・進捗状況と学習の振り返りから、学習の理解
度やつまずき、学習支援のポイントを把握

個別の支援
・振り返りの内容によって、コメント機能でアド
バイスや補足説明、参考URLを添付。
・次時の学習の際、資料提供や、疑問への回答
を行う。

２.取り組みに関する自己評価
・生徒が自らの取り組みをふり返ることで、次時
以降の取り組み目標や自己の力を把握する
ことにつながる。
・生徒自身が自己の取り組みをどのように評価し
ているかを教師が知ることで、生徒への支援
の仕方、学習指導の改善につなげられる。

３.カウントによるアウトプット量の把握
・アウトプット量を意識することで、本時の学びか
ら考えたこと、疑問、次時への目標など生徒の
学びの具体がわかる振り返りに変わった。

・アウトプット量の増加＝インプット量の増加と考
え、文字数の少ない生徒には声がけを行い、
インプット量・アウトプット量を増やせるように支
援。

取り組みに関する自己評価

アウトプット量を意識させた振り返り

A生の振り返り
『返品を受け入れることに店舗側の義務はなく、あくま
で店舗側のサービスであるとわかった。クーリングオフ
制度について・・・・・』

教師のコメント

『義務のない店舗側が、サービスとしてそれを行ってくれる
のはなぜか、企業側の立場から考えてみよう。』

教師の思い
・企業という別の視点を与えて考えさせることで、消費
者の立場を客観的に考えるきっかけになれば
・次の単元（生産と労働）につながる気づきができれば

A生の振り返り
（アウトプット量意識前）

A生の振り返り
（アウトプット量意識後）

進捗状況、学習の振り返り



【GIGA×指導の工夫・改善】 資料提供やコメントを即時に

小川村立小川中学校（長野県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×指導の工夫・改善】

様式Ⅱ-B2

＜考察＞
１・２の事例のように、GIGA環境を活用
することにより、教師ー生徒、生徒ー生徒のコ
ミュニケーションがとりやすくなっている。

例１
・生徒が自分が必要だと考える資料を教師に
要求し、データで生徒に提供できる。
・生徒の状況を把握しながら、教師が生徒の
学び促進に効果的だと思う資料を提供する
ことも可能。
・また、個々のやりとりではなく、学級全員が
見ることができるスペースでやりとりをすること
で、他の生徒の学びにもいかされる。

例２
・生徒はコメントを見て即時に修正をしたり、あ
とから修正をしたりと、自分の学習ペースに合
わせて修正を加えることができる。
・教師は、生徒が課題に取り組んでいる最中に
添削をすることができる。
・教師は、一覧で学習状況を把握することで、
単元展開や指導内容を振り返り、次時にい
かすことができる。

1. 自分の仮説検証のために必要だと考えた資料
を教師に要求し、教師が資料提供（チャットの利用）

2.
レポート課題に取り
組む生徒のドキュメ
ントシートを一覧表
示し、生徒個々の学
習状況、記入内容を
確認し、即時添削を
行う。（コメント機能の活用）



【GIGA×中・英語】 個の学びを促進する英作文指導

小川村立小川中学校（長野県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×教科】

様式Ⅱ-C1

＜考察＞
＊授業のポイント＊
単元の学習中に、最終課題「職場体験レポート
を作成し、ALTに職場体験について伝える」ため
に必要な文章表現や単語などの参考資料を書
き集め（②）、最終課題に取り組む際の参考
資料とした点。

＊課題の達成＊
◎1時間の授業で、すべての生徒がA4 1枚程度
の英文レポートを書くことができた。

→ ・単元内の見通しを持って自分が使いたい表
現を収集していたことが役立っている。
・各自で作成した参考資料だけでなく、友達の
レポートや参考資料を共有し、必要な時に
参照できる環境も有効だったと考えられる。
・③のように、生徒がレポート作成中に教師によ
る即時添削を行ったことで、レポート作成がス
ムーズであった。

＊生徒の様子＊
教師が与える文例や表現技法のみでなく、学習
の中で、自分が使用したい表現や技法を選択し、
収集することで、自分の思いが相手に伝わるよう
工夫をしようという意欲が高まった。

＊教師＊
ICT機器の活用により、生徒の作成過程での、
個々のつまづきや学力などを把握することができ、
指導しやすい。また、データが手元にあるため評価
がしやすい。

① 生徒への指示

② 個別の学習シート

③ ②を元に作成した
レポート

レポート作成中の
教師と生徒のやりとり



【GIGA×中・国語】 生徒が学び方を選択できる個別最適な授業

小川村立小川中学校（長野県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×教科】

様式Ⅱ-C2

＜考察＞
＊授業のポイント＊
生徒が使いやすい思考ツールを選択し、筆者
の主張を要約したり、自分の考えをまとめるため
に収集した情報を整理・分析しながら、自分の
考えを整理していく。

＊指導の工夫＊
・生徒自身で学習の手立てを決める。
→ 思考ツールを数種類用意することで、生
徒が自分の学び方を選択して学習を進め
ることができる。

・個別の学びを充実させることで協働を生む
→ 思考ツールを使い、個別の学びが深まるこ
とで、他者の学びが気になったり、1人では
解決できない課題が出てきたりする。そこで、
生徒はかかわり合ったり、他者参照をしたり
しながら学びを深めていく姿が見られた。

ICT活用により、1つの授業の中でも、学び方
の選択肢が広がり、生徒が自己の力を向上さ
せるために学ぶための環境作りができる。

生徒が選択できる思考ツール

単元目標 学習の手順の提示



【GIGA×中・社会】 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を目指した学習

小川村立小川中学校（長野県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×教科】

様式Ⅱ-C3

＜考察＞
＊授業のポイント＊
架空の人物の消費生活についてアドバイスをす
るという課題に取り組むことを通して、さまざまな
資料を活用し、意見交換をしたりしながら、得た
情報を比較・検討し、生活の維持・向上のため
に消費生活を送るうえで大切なことは何かを考
えた点。

＊指導の工夫＊
・提示する資料の調整と調査ができる環境
→ 教師の提示する資料や教科書に記載され
ていることと自分の経験とのちがいに疑問を
持った生徒は、他者参照や意見交換をする
中で、より良い答えを見つけようとする。
（②）
また、教科書・資料だけではわからないことを
インターネットを活用して調べることができる。
（③）

・困った時に見るヒント、必要な時に見る資料
の提示（④）
→ 生徒が必要だと感じた時に見ることができ
る資料やURLを記載することで、各自の
ペース、自分の知りたいことを深める学習が
できる。

ICT機器の活用により、生徒が必要な時に必要
な情報を得られること、教師は個々の学習状況
を容易に見取ることができる。

まずは個で追究

ある程度考えがまと
まると、友達の考えが
気になり協働に（②）

協働の学びの中で気に
なったこと、不足してい
る情報を調査（③）

（④）


